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1．はじめに

 

 

尚絅ボランティア支援センターは、学生の自主的なボランティア活動を支援

し、地域社会に貢献できる人材を養成するために、2013 年 4 月に設立されまし

た。各団体からのボランティア募集を本学園のウェブページ及び学内掲示板で

学生に周知しながら、ボランティアの募集を図り、毎年、「ボランティア説明会」

「ボランティア活動報告会」を開催して、学生のボランティア支援活動を奨励

しています。 

今年度は、昨年度からの新型コロナウイルス感染が収束せず、地域社会で企

画されたボランティア活動のほとんどが中止または延期され、本センターの活

動も自粛せざるを得ませんでした。 

このような厳しい状況の中、オンラインを活用し、当センターのクラスルー

ムを通じてボランティア活動に関する情報を提供しました。また、独自の取り

組みとして、「フードドライブ」（前後期 1 回ずつ）、食品表示ウォッチャー講習

会を実施することができました。 

この報告書では、2021 年度（令和 3 年度）尚絅ボランティア支援センターの

支援活動の概要について報告します。 
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2．尚絅ボランティア支援センター運営委員会委員一覧 

 

委員名 所属 

北口 英穂（センター長） 現代文化学部・文化言語学部 

ジョシュ・ノーマン 現代文化学部・文化言語学部 

木村 宏和 生活科学部 

佐草 智久 総合生活学科 

相良 剛史 食物栄養学科 

市川 文子 幼児教育学科 

岡原 安利 大学事務局 

福本 哲也 武蔵ヶ丘キャンパス事務部 

松本 敏昭 武蔵ヶ丘キャンパス事務部 学生支援課 

 

 

3．ボランティア活動内容 

 

（1）ボランティアの募集と登録 

 

当センターでは、外部組織・団体等よりのボランティア募集を幅広く受け付

け、学生に周知する活動に力を入れています。 

尚絅学園のホームページ上のウェブページ「尚絅ボランティア支援センター」

において、随時、外部団体からのボランティア募集に関する詳細な情報をアッ

プロードしています。 

また、キャンパス内に設置された掲示板にボランティア募集に関するポスタ

ー・チラシを掲示して、ボランティア活動への参加を希望する学生を募集して

います。 

2020 年度より「ボランティア支援センター クラスルーム」を設置して、ボ

ランティア保険の申請用紙、ボランティア登録申込書、ボランティアカツオ津

申込書、ボランティア活動報告書の様式をダウンロードできるようにしました。

（資料 1－1～1－4） 
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（資料 1－1）ボランティア支援センター「クラスルーム」 
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（資料 1－2）ボランティア登録申込書 

 

 

【学生支援課宛提出】 

学生支援課長 係 

  

 

令和   年度 ボランティア登録申込書 

 

申込 令和  年  月   日 

フリガナ  □大学   □短期大学部 

氏名  
学科名  

学籍番号  

連絡先（ 携帯番号 ） 

       

連絡先（ メールアドレス ） 

       

備       考 
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（資料 1－3）ボランティア活動申込書 

 

【学生支援課宛提出】 

学生支援課長 係 

  

 

令和   年度 ボランティア活動申込書 

 

申込 令和  年  月  日 

フリガナ  □大学   □短期大学部 

氏名  
学科名  

学籍番号  

ボランティア活動名 

 

ボランティア要請団体 

 

ボランティア活動日 

   令和  年   月   日（   ）   時 ～   時 

ボランティア活動場所（住所） 

 

ボランティア活動内容 
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（資料 1－4）ボランティア活動報告書 

                                        

【学生支援課宛提出】 

学生支援課長 係 

  

     

 令和  年度 ボランティア活動報告書 

令和   年   月   日 

フリガナ  □大学   □短期大学部 

氏名  
学科名  

学籍番号  

ボランティア活動日 

令和  年   月   日（  ）   時 ～   時 

ボランティア活動内容 

  

活動中に困ったこと 

    

  

活動満足度 

５ 大変満足   ４ 満足   ３ ふつう   ２ やや不満   １ 不満 

活動を振り返っての感想 
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（2）ボランティア説明会・ボランティア活動報告会 

 

毎年、九品寺キャンパス・武蔵ヶ丘キャンパスでボランティア説明会とボラ

ンティア活動報告会を開催し、多くの学生がボランティア活動に関する情報を

共有できる機会を提供しています。 

2021 年度は昨年度同様、新型コロナウイルス感染の拡大に伴い、対面形式で

の説明会・報告会は行わず、「ボランティア支援センタークラスルーム」を通じ

てボランティア支援センターの支援内容、ボランティア活動への参加方法、ボ

ランティア参加希望登録の仕方、活動後の報告の仕方などを説明しました。 

さらに、学生のための感染症の防止マニュアル『学生のみなさんへ～新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴うボランティア活動について～』（資料 2）をクラス

ルームに提示しました。 

 

※ボランティア活動に参加する学生は、ボランティア参加希望登録をすると同

時に、社会福祉法人全国社会福祉協議会が運営するボランティア活動保険に加

入しています。（資料 3） 

当センターでは、学生のボランティア活動保険への加入の周知と加入手続き

の指導、ボランティア活動に対する相談などを行い、学生が安全にボランティ

ア活動を行える支援サポートを行っています。 
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（資料 2） 

感染症の防止マニュアル 

 

学生の皆さんへ 

新型コロナウイルス感染拡大に伴うボランティア活動について 

尚絅ボランティア支援センター 

 

 全国的に新型コロナウイルス感染が拡大しています。本学でも入学式や入部式

などの行事が中止になり、オンラインで授業が行われています。課題活動にお

いても感染予防を徹底するために、自粛や中止が相次いでいます。 

 これまでボランティア活動に参加して来られた皆さん、これからボランティ

ア活動への参加を考えておられる皆さんは，感染に対する対策を十分に立てな

がら、慎重に行動してください。 

「このようなボランティア活動に参加したいけど、大丈夫だろうか？」、「今、

何ができるのだろう？」と迷ったり悩んだりしている方は、ぜひ、当ボランテ

ィア支援センターにご相談ください。 

 

●私たちがしなければならないこと 

まず，「自分が感染するリスク」と「誰かを感染させてしまうリスク」がある

ことに留意する必要があります。そのため，感染防止のための行動を確実に行

いましょう。 

新型コロナウイルス感染予防のために 

 

１．手洗いを徹底しましょう 

   感染を予防する最善策は、こまめに手を洗うことです。世界保健機構

(WHO)は，手のひらをこすり合わせるだけでなく指と指の間や手首を

洗うことを勧めています。「ハッピーバースデー」の歌を 2 回歌いなが

ら洗うと効果があります。 

２．3 密の環境を避けましょう 

   「密集」、「密閉」、「密接」の環境を避けましょう。 

３．マスクを必ず着用しましょう 

４．目、口、鼻は触らないようにしましょう 

   触れる必要がある場合は、手洗いを徹底しましょう。 

５．握手、ハグは控えましょう 

６．対面する環境に行く場合は、次のことを注意しましょう 
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  ① 手洗いや手指のアルコール消毒をする。 

  ➁ マスクを着用する。 

  ➂ ソーシャルディスタンス(間隔)を取る。 

  ④ 換気をこまめにする。 

  ➄ 換気の悪い狭い空間を避ける。 

  ⑥ 長時間の滞在を避ける。 

  ➆ 体調不良の場合は活動を控える。 

 

●ボランティア活動に応募する場合に気をつけること。 

１．自分自身で気をつける 

①発熱や喉の痛み、咳や下痢・腹痛などの症状、味や匂いを感じないなどの異

常がないかどうかを自分でチェックしましょう。少しでも異常がある時は、

活動に参加せず、外出を控えてください。 

➁夏にマスクをして活動すると、熱中症になるリスクが高くなります。適度に

換気をし、水分を補給するようにしてください。 

➂海外から帰国・入国した人は、体調に異常がなくても入国後２週間以内は活

動を控えてください。 

２．ボランティア活動先を確認する 

①感染拡大のため、ボランティア活動を延期・中止している団体・機関がたく

さんあります。活動が実施されているかどうか確認してください。 

 ②参加を希望する団体・機関で、新型コロナウイルス感染症を予防する対策

が十分に立てられているかを必ず確認してください。 

 

●相談してください。 

尚絅ボランティア支援センターでは「classroom」を開設しています。

classroom への登録は任意です。「参加したいボランティア活動があるが、参加

していいかどうか迷う」、「ボランティア先の感染防止が十分かどうか不安だ」、

「今、どんなボランティア活動をすればよいのか」などの悩みがある時は、

classroom にメッセージをください。ボランティア支援センターに所属している

教職員が相談に乗ります。 

 また、直接、学生支援課やボランティア支援センター担当の先生に相談して

もかまいません。 

  

 ＜学生支援課の連絡先＞ 

  九品寺キャンパス学生支援課： ℡ ０９６－２７７－１０７２ 

  武蔵ヶ丘キャンパス学生支援課：℡ ０９６－３３８－８８９４ 
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 ＜ボランティア支援センター所属の先生＞ 

  センター長  北口英穂 先生        

  現代文化学部 ジュシュ・ノーマン 先生   

  生活科学部  木村宏和 先生                  

  総合生活学科 佐草智久 先生 

  食物栄養学科 相良剛史 先生 

  幼児教育学科 市川文子 先生 

 

 健康状態に関するご相談は、「保健室」にお願いします。 

 

  九品寺キャンパス保健室 ：℡ ０９６－３６４－０１１６（内線４０４） 

  武蔵ヶ丘キャンパス保健室：℡ ０９６－３３８－８８４０（内線１０８） 

 

●ボランティア活動に参加する場合の手続き 

１)「窓口」で手続きをする： 

必ず各キャンパスの窓口(学生支援課)で「ボランティア参加希望登録」と

「ボランティア活動保険」への加入手続きを行ってください。 

２)「窓口」または「classroom」で手続きをする： 

ボランティア活動終了後、「報告書」を窓口（学生支援課）に提出してく

ださい。classroom からフォームをダウンロードし、classroom に提出して

もいいです。 

 

＜関連情報ホームページ＞ 

〇新型コロナウイルス関連肺炎（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html  

〇新型コロナウイルスに関連した感染症に関する対応について（内閣官房） 

http://www.cas.go.jp/jp/influenza/novel_coronavirus.html 

〇熊本県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口（コールセンター） 

https://www.pref.kumamoto.jp/kiji_31292.html 

○熊本市新型コロナウイルス感染症情報サイト 

https://www.city.kumamoto.jp/corona/ 

〇熊本県社会福祉協議会ボランティアセンター 

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/top/default_c3.asp 

 

 

 

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/top/default_c3.asp
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（資料 3）ボランティア活動保険 
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（3）取り組み 

 

1 ) フードドライブボランティア（第 1 回） 

 

 尚絅ボランティア支援センターでは、生活に困った人々や、ひとり親世帯、

福祉施設等に食品配付、食品廃棄物の削減等を目的とし、フードバンクに寄付

するための食品を収集する「フードドライブボランティア」活動を行いました。 

呼びかけを行っていた缶詰やインスタント食品の他、調味料やお菓子、飲み

物など、合わせて 133 個の食品が寄せられました。 

届いた食品は、7 月 27 日（火）に、フードバンク熊本を運営する熊本藤富保

育園に持参し、寄付しました。 

今回の食品は、尚絅大学・尚絅大学短期大学部に属する学生、教職員の寄付

により集められました。 

 

 募集期間：令和 3 年 6 月 28 日（月）～令和 3 年 7 月 20 日（火） 

募集内容：缶詰、インスタント食品、レトルト食品など 

収入場所：尚絅大学各キャンパス学生支援課 
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2 ) 食品表示ウォッチャー講習会 

 

食品表示ウォッチャーは熊本県特有の制度で、食品販売店において食品表示

の記載不備等を発見した場合に県庁に報告するボランティア活動を行うための

資格です。熊本県くらしの安全推進課が開催する講習会の受講によって食品表

示ウォッチャー登録証が交付されるものです。新型コロナ感染症（COVID-19）

の拡大により人流を伴うボランティア活動が制限される中で学生のボランティ

ア活動を支援するべく、熊本県の主催により本講習会を実施しました。 

 

 講習会の実施日に熊本県の新型コロナ感染症まん延防止等重点措置が講じら

れていたため、オンデマンドにより講習会を実施しました。開催要領は以下の

とおりです。 

 

日 時：令和 3 年 9 月 22 日（水） 15：00～16：00 

場 所：尚絅大学九品寺キャンパス 7201 講義室 

講 師：熊本県環境生活部 県民生活局 

くらしの安全推進課 食の安全・食品表示対策班  

主任主事  木山 智穂 氏 

 （オンデマンドによる動画講習） 

対 象：本学学生 79 名 

 

 学生 79 名が本講習会に参加し、後日、食品表示ウォッチャー登録証の交付を

受けました。登録証の交付を受けた学生は食品表示に関するボランティア活動

が可能となりました。大学のカリキュラムにおいても食品表示法などについて

学ぶ機会はありますが、今回の講習会では、食品表示の規程、アレルギー表示

や加工食品の記載など、より実践的な知識を得ることができ、講習会の受講は

学生にとって有意義なものになりました。 
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3 ) フードドライブボランティア（第 2 回） 

 尚絅ボランティア支援センターでは、食べられるにもかかわらず食品が廃棄

される「食品ロス」削減と、生活に困った人々や、ひとり親世帯、福祉施設等

に食品を提供する「フードドライブボランティア」活動を行いました。 

缶詰やインスタント食品の他、米や調味料、お菓子、飲み物など、合わせて

１０９個の食品が寄せられました。届いた食品は、2 月 4 日（金）に、フードバ

ンク熊本を運営する熊本藤富保育園に持参し、寄付しました。 

今回の食品は、尚絅大学・尚絅大学短期大学部に属する学生、教職員の寄付

により集められました。 

 

 募集期間：令和 4 年 1 月 5 日（水）～令和 4 年 1 月 21 日（金） 

募集内容：缶詰、インスタント食品、レトルト食品など 

収入場所：尚絅大学各キャンパス学生支援課 
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4．おわりに 

 

今年度は、昨年度に続き、新型コロナウイルス感染症の影響で、各団体が企

画したボランティア活動に対する募集が中止・延期され、本センターにおいて

も学生の安全と感染拡大を防止するために、ボランティア活動を自粛せざるを

得ませんでした。しかし、同感染症拡大防止のための万全な態勢を取る中で、

出来得る限りの活動として、フードドライブや食品表示ウォッチャー講習会を

実施できたことは、次年度以降につながる活動になったと思います。 

次年度こそ、新型コロナウイルス感染が収束し、学生がそれぞれの特性を生

かしつつ、地域に根ざしたボランティア活動が再開されることを願ってやみま

せん。 

当センターでは、引き続きボランティア募集情報を発信しつつ、ボランティ

ア活動を希望する学生の登録及びボランティア保険への加入を推進することで、

学生が安心してボランティア活動に参加できる支援を行って参ります。 

また、ボランティアサークルの活性化とボランティアルームの開放を通じて、

学生を主体としたボランティア活動の活性化を図り、地域社会の要請に応える

ボランティア活動を積極的に推進していく所存です。 
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5．ボランティア募集一覧  

№ ボランティア募集名 団体・組織 活動日 受付日 
参加学生数 

大学 短大 

1 西区フェスタ 2021 熊本市西区総務企画課 5/8・9 4/9 ☆ ☆ 

2 
小学校学びたいむ 

サポーター 

熊本市教育委員会 

指導課 
随時 5/10   

3 
機能別消防団員 

防災サポーター登録 

熊本市中央消防署 

警防課 
通年 5/10   

4 
熊本市子ども食堂応援 

プロジェクト 
熊本市子ども政策課 随時 5/12   

5 
ボランティア活動体験

レポート 

一般財団法人 学生 

サポートセンター 

9/1～

10/15 
6/28   

6 若葉ふるさと協力隊 
特定非営利活動法人 

地球緑化センター 

8 月～

11 月 
7/8 ※ ※ 

7 
熊本被害者支援センタ

ーのボランティア 

公益社団法人くまもと

被害者支援センター 
通年 7/9   

8 
熊本被害者支援センター 

「ボランティア養成講座」 

公益社団法人くまもと

被害者支援センター 

9/9.15.

30、

10/21 

7/10   

9 江南病院ボランティア 江南病院 随時 7/30   

10 
「はぐくみ地域・子ども

食堂」 
はぐくみ・コミュ 随時 8/27   

11 

水前寺を観光しなが

ら、美化活動を行お

う！  

NPO 法人プラスチッ

クのある社会を考える

+ing 

10/17 9/16   

12 はぐくみ食堂 
（株）はぐくみ 

（一社）あゆみ 
随時 9/29   

13 
SYD ボランティア 

奨励賞 
公益財団法人修養団 

11/30

必着 
10/13   

14 

FINA 世界水泳 

FUKUOKA2022 

大会ボランティア 

第19回FINA世界水泳

選手権 2022 福岡大会

ボランティア事務局 

11/19 10/13 ※ ※ 

☆新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止または延期。  

  ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学生への周知は行わず。 


